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 精米，牛乳：生産地から採取した試料について

は，そのままγ線を測定し，核種分析を行った． 

 野菜，茶：生産地から直接採取した野菜（大根，

ホウレン草），所定の茶園から生産され加工され

た煎茶を乾燥炭化後，灰化し，γ線を測定し，核
種分析を行った． 
 空間放射線量率：モニタリングポストを当所屋

上（地上高20 m）に設置し，常時連続して測定し
た． 
緊急モニタリング：平成23年12月27日まで，モ

ニタリング強化として，毎日，定時降下物（9:00
～翌日9:00）と陸水（蛇口水)2 Lのγ線を測定し，
核種分析を行った．地上1m高さの空間放射線量率
をNaIシンチレーションサーベイメーターで，平
成23年6月13日から平成23年12月27日までは一日
一回，平成24年1月からは一月一回測定した．ま
た，陸水（蛇口水)については，平成24年1月から
平日の毎日1.5 Lを採取し，3ヶ月間で約100 L程度
として，これを濃縮しγ線を測定し，核種分析を
行った． 
 
２ 測定装置 
 全β放射能測定装置：アロカ社製，JDC-3201． 
 ゲルマニウム半導体核種分析装置：SEIKO 
EG&G社製，GEM-15180-P，MCA7700． 
 モニタリングポスト：アロカ社製，MAR-21． 
 NaIシンチレーションサーベイメーター：アロ
カ社製，TCS-166． 
 

結果及び考察 
 
１．通常モニタリング 
 降水中の全β放射能調査結果をTable 1に示す．  

平成24年1月から平成24年3月まで，総量464.0mm
の降雨があり，27回の降水試料を採取して，降雨
中の全β放射能を測定した．測定結果のほとんど
は，検出限界値(計数誤差の3倍)未満であった．わ
ずかに検出限界値以上となった1回分の降水試料
についても過去3年間の変動内であった． 
 大気浮遊じん，陸水（蛇口水）及び土壌等の環

境試料並びに牛乳，野菜、茶について，γ線スペ
クトルを測定し，核種分析を実施した結果をTable 
2に示す．人工放射性核種としては，137Csが土壌2
試料及び茶2試料から検出され，その量は，土壌
については，前年までの過去3年間の本県及び他
県の調査結果1)～3)とほぼ同程度であったが、茶に

については，前年までの過去3年間の本県調査結
果を少し上回った．また，134Csが茶2試料から検
出された．  
 月間降下物について，γ線スペクトルを測定し，
核種分析を実施した結果をTable3に示す．131I が4
月に検出され，134Csが4月，5月，6月及び10月に
検出された．137Csは，4月，5月，6月，7月及び10
月に検出された．なお，東京電力(株)福島第一原
子力発電所の事故直後の平成23年3月に，131I が

1.9MBq/km2 ， 134Cs が 0.077MBq/km2 ， 137Cs が
0.13MBq/km2検出されている4)． 
モニタリングポストによる空間放射線量率調

査結果をTable 4に示す．年度間平均は27.1nGy/h，
降雨日にやや高くなる傾向にあるが，全体として

前年度までの過去3年間の本県及び他県の調査結
果1)～3)とほぼ同程度のレベルであった． 
以上の通常モニタリングの結果から，茶2試料
から通常では検出されない人工放射性核種134Cs
が検出されたこと，4月の降下物から同じく通常
では検出されない人工放射性核種131I及び134Csが         
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検出されたこと，5月，6月及び10月の降下物から
134Csが検出されたことが本年度の特徴的なこと
であった．これらは，東京電力(株)福島第一原子
力発電所の事故の影響によるものと考えられた． 
 
２．緊急モニタリング 
モニタリング強化の中で測定した陸水(蛇口水)
からは，人工放射性核種は検出されなかった．し

かし，4月6日の定時降下物から131Iが2.5 MBq/km2

検出された． 
地上1m高さの空間放射線量率については，同時
に測定したモニタリングポストによる調査結果

とほぼ同程度のレベルであった． 
緊急モニタリングの結果においては，4月6日の
定時降下物から131Iが検出されたが，これは，東京
電力(株)福島第一原子力発電所の事故の影響によ
るものと考えられた． 
 

ま と め 
 

 平成23年度における宮崎県内の降水、大気浮遊
じん，蛇口水，土壌，精米，牛乳，大根及びホウ

レン草の放射能並びに空間放射線量率は，いずれ 

も例年と同程度であり特に異常値は認められな

かった．しかし，4月，5月，6月及び10月の降下
物，茶，4月6日の1日分の降下物からは東京電力
(株)福島第一原子力発電所の事故の影響によるも
のと考えられる人工放射性核種が検出された． 
 なお，これらのデ－タは，エネルギー対策特別

会計委託事業に基づく文部科学省からの受託事

業として，本県が実施した平成23年度環境放射能
水準調査成果の一部である． 
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